
  

誤りの事例 2 

他の一般的な誤りの事例

は、蹴る足とは逆側の手

からボールを蹴る足に落

下させることです。 

 

ボールは、キックが行わ

れる側の手に放たれなけ

ればならないものとしま

す。他の手は、選手のバ

ランスを保つために利用

されます。 

 

 

キックする足側の手にボールを放ちま

す。 

手首を伸ばし、ボールを蹴る足へ落下

させます。 

ソロによって蹴り返され、戻ってくる

ボールをキャッチする準備をします。 

 

蹴る足とは逆側の足で前方にステップを踏み、上半身を上

げた状態に保ちます。 

ボールを蹴る足側の手にボールを放ちます。 

スキルカード 

両手でボールを確実に保持します。 

頭を下に向けた状態にして、ボールから目を離さな

いでください。 

ボールを蹴る足とは逆側の

足で、前方にステップを踏

みます。 

インステップでボールを蹴

るとともに、つま先の部分

を身体の前方の上側に出し

ます。 
 

このテクニックは、ボールを蹴る

足側の手からボールを蹴る足に対

してボールを放ち、ボールを足で

蹴った後、選手の手にボールが再

び戻ってくる技です。 

 
 

 

ボールを蹴る足に対して落下させ、足（インステッ

プ）でボールを蹴る際、身体の前方の上側につま先の

部分を出します。 

足を真っすぐにし、ボールをキャッチするために腕を

前方に伸ばします。 

走っている場合、自然な歩幅を維持してください。 

 


